
八
月
十
〜
十
一
日
、
京
都
立
命
大

国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
侵
略
戦

争
責
任
の
明
確
化
を
求
め
て
、
「
中

国
人
強
制
連
行
問
題
」
全
国
交
流
会

が
開
か
れ
、
全
国
各
地
で
と
り
く
ま

れ
て
い
る
裁
判
闘
争
や
慰
霊
碑
建
立

の
取
り
組
み
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。日

本
政
府
が
中
国
占
領
地
か
ら
、

四
万
人
を
拉
致
連
行
し
、
日
本
各
地

１
３
５
か
所
の
炭
鉱
・
鉱
山
・
港
湾

な
ど
で
奴
隷
労
働
を
さ
せ
て
き
ま
し

た
。
敗
戦
後
生
き
残
っ
た
中
国
人
に

は
、
働
い
た
賃
金
は
支
払
わ
ず
、
お

詫
び
も
死
者
へ

の
追
悼
も
せ
ず

中
国
へ
送
還
し

ま
し
た
が
、
日

本
政
府
と
３
５

企
業
は
今
も
謝

罪
を
し
て
い
ま

せ
ん
。
生
き
残
っ

た
人
た
ち
と
遺

族
は
、
奪
わ
れ

た
青
春
と
人
権

を
償
え
と
訴
え

て
い
ま
す
。

交
流
会
は
「
中
国
人
強
制
連
行
事

件
解
決
を
め
ざ
す
全
国
連
絡
会
」
を

新
た
に
結
成
し
、
団
体
加
入
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

第
二
次

大
戦
中
、

中
国
大
陸

か
ら
千
名

あ
ま
り
が

大
阪
港
に

強
制
連
行

さ
れ
、
過

酷
な
荷
役
労
働
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

病
や
空
襲
な
ど
で
命
を
落
と
し
た

中
国
人
八
六
名
を
追
悼
す
る
「
日
中

友
好
の
碑
」
が
２
０
０
５
年
に
建
て

ら
れ
、
市
民
団
体
が
毎
年
追
悼
会
を

開
い
て
い
ま
す
。
記
念
式
典
（
２
０

０
９
年
十
一
月
二
十
一
日
）
参
列
の

た
め
六
四
年
ぶ
り
に
来
日
し
た
常
保

貴
さ
ん
（
八
五
才
）
は
「
敗
戦
三
ヶ

月
後
に
帰
国
し
た
が
、
賃
金
は
受
け

取
れ
な
か
っ
た
、
日
本
政
府
か
ら
謝

罪
と
賠
償
が
な
い
限
り
心
が
晴
れ
な

い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
写
真
は
天

保
山
公
園
内
の
記
念
碑
で
す
。

ネ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
月
二
五
日
、
日
中
府
連
定
例
研

究
会
・
シ
リ
ー
ズ
１
が
「
中

国
の
体
制
を
考
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
究
会
は
一
つ
の
テ
ー

マ
を
数
回
に
分
け
、
持
ち
回

り
で
報
告
を
担
当
し
、
結
論

を
急
が
ず
、
議
論
を
大
切
に

す
る
研
究
会
で
す
。

第
一
期
シ
リ
ー
ズ
は
「
中

国
は
社
会
主
義
、
資
本
主
義
、
そ
れ

と
も
国
家
資
本
主
義
？
」
と
い
う
問

題
設
定
で
、
山
本
恒
人
さ
ん
が
テ
キ

ス
ト
「
行
き
詰
ま
る
中
国
の
社
会
主

義
経
済
・
中
国
観
察
の
た
め
の
基
本

的
要
件
に
つ
い
て
」
を
中
心
に
報
告

さ
れ
、
十
八
名
の
参
加
者
か
ら
の
質

問
や
問
題
提
起
を
ま
じ
え
て
議
論
し

ま
し
た
。

田
端
誠
史
さ
ん
か
ら
は
八
月
二
日

に
開
か
れ
た
大
阪
市
大
公
開
シ
ン
ポ

「
日
中
民
衆
交
流
の
可

能
性
と
課
題
〜
両
国
民

衆
の
確
か
な
未
来
へ
の

展
望
を
紡
ぐ
た
め
に
」

参
加
の
感
想
と
、
メ
イ

ン
報
告
者
李
妍
炎
さ
ん

（
岩
波
新
書
「
中
国
の
市
民

社
会
」
の
著
者
）

の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

2013年9月15日 日中友好新聞 第２２９８号付録 （昭和25年9月13日第三種郵便物認可）

2013年９月号
日本中国友好協
会大阪府連合会
〒530-0012
大阪市北区
芝田2-3-19

東洋ビル本館207
TEL06-6372-8131
050-3413-6491

FAX06-6372-8132
郵便振替口座
00970-5-8978
E-mail:jcfa@j

t8.so-net.ne.jp
ホームページ
http://www005.u
pp.so-net.ne.jp
/jcfaosaka/

府連通信

八
月
七
日
、
愛
知
県
連
の
鳥
居
達

生
副
会
長
が
長
春
市
偽
満
州
国
皇
宮

博
物
館
研
究
員
の
沈
燕
団
長
、
宗
偉

宏
さ
ん
な
ど
、
通
訳
を
伴
っ
て
新
し

く
な
っ
た
大
阪
府
連
合
会
を
表
敬
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。
偽
満
州
国
皇
宮
博

物
館
と
は
１
９
３
２
年
日
本
が
つ
く
っ

た
傀
儡
国
家
「
満
州
国
」
の
皇
帝
溥

儀
が
１
９
４
５
年
の
敗
戦
ま
で
暮
ら

し
た
宮
廷
で
す
。

愛
知
県
連
主
催
の
平
和
の
た
め
の

戦
争
展
で
「
満
鉄
」
に
つ
い
て
講
演

予
定
の
両
氏
は
尖
閣
諸
島
問
題
が
あ

り
、
日
中
両
国
民
の
九
割
以
上
の
人
々

が
相
手
国
に
否
定
的
な
印
象
を
持
つ

中
、
草
の
根
の
友
好
が
ど
れ
だ
け
重

要
か
、
心
か
ら
力
説
さ
れ
て
い
ま
し

た
。短

い
懇
談
の
後
、
五
月
に
新
し
く

で
き
た
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
を
案
内
し

ま
し
た
が
、
ブ
ラ
ン
ド
店
の
５
０
％

ｏ
ｆ
ｆ
で
も
高
い
価
格
に
驚
い
て
い

ま
し
た
。
食
事
も
一
般
庶
民
が
食
べ

る
昼
食
を
と
い
う
こ
と
で
、
大
阪
名

物
「
め
し
屋
」
に
ご
案
内
し
ま
し
た
。

当
日
は
片
山
・
石
井
が
案
内
し
ま
し
た

長
春
偽
満
州
国
皇
宮
博
物
館
研
究
員
が

愛

知

県

連

の

鳥

居

さ

ん

と

来

所

中
国
か
ら
４
万
人
を
拉
致
連
行
・
奴
隷
労
働

京
都
で
強
制
連
行
問
題
全
国
交
流
会

中
国
は
社
会
主
義
？

中
国
研
究
会
発
足

中国語教室はグランフロント北館東側に移転しました、

ヨドバシカメラ北側、東洋ビル本館205・305号室です。

親切丁寧な授業が特徴です。途中入学もＯＫです。

10/7～3/24 週一回・２時間授業・２０回

初心者から上級まで20数クラス有ります

入学金：18,000円、受講料：48,000円

秋の中国語講座へどうぞ
30年間すごした茶屋町の旧事務所から、6月24日、

新事務所に移転しました。中国語教室も新教室で授業

を始めています。

移転に際して備品類も新しくそろえました。役員の

努力で経費節減に努めましたが、通常経費では賄いき

れません。夏期募金とあわせて事務所移転募金に取り

組んでいますので、ぜひ募金にご協力下さい。

振り込みは、ゆうちょ銀行４０８普通預金１９３６７３１へ

夏期・事務所移転募金のお願い
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貧
困
克
服
は
政
府
直
轄

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

不
破
哲
三
さ
ん
は
、
世
界
銀
行

総
裁
が
２
０
０
４
年
五
月
の
世
界

貧
困
削
減
会
議
で
紹
介
し
た
「
一

日
一
ド
ル
以
下
で
生
活
す
る
中
国

人
は
、
１
９
８
１
年
に
は
四
億
九

千
万
人
い
た
が
、
そ
れ
が
現
在
で

は
八
千
八
百
万
人
に
減
っ
た
」
と

い
う
成
果
に
依
拠
し
て
、
中
国
の

努
力
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
＊
。

前
稿
で
見
ま
し
た
よ
う
に
「
経

済
成
長
す
れ
ば
自
動
的
に
貧
困
が

消
滅
す
る
の
で
は
な
く
、
貧
困
克

服
の
た
め
の
独
自
の
努
力
が
必
要
」

な
の
で
す
。

確
か
に
、
中
国
は
国
務
院
内
に

各
官
庁
か
ら
独
立
し
た
国
務
院
直

轄
の
「
扶
貧
開
発
領
導
小
組
弁
公

室
」
（
貧
困
克
服
対
策
室
）
を
設

け
、
改
革
・
開
放
期
一
貫
し
た
取

り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。
日
本

で
は
考
え
ら
れ
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。

＊
不
破
哲
三
『
２
１
世
紀
世
界
と
社
会

主
義
ー
日
中
理
論
会
議
で
何
を
語
っ
た
か
』

新
日
本
出
版
社
、
２
０
０
６
年
。

中
国
の
貧
困
克
服
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
独
自
の
「
貧
困
基
準
」

（
一
日
当
た
り
の
摂
取
カ
ロ
リ
ー

を
も
と
に
一
人
当
た
り
年
間
純
収

入
金
額
を
算
出
）
を
設
け
、
こ
の

ラ
イ
ン
以
下
に
あ
る
層
を
「
絶
対

的
貧
困
人
口
」
と
位
置
づ
け
、

「
絶
対
的
貧
困
人
口
」
を
多
数
抱

え
る
県
を
「
貧
困
県
」(

５
９
２
県)

に
指
定
し
て
、
生
産
・
教
育
・
衛

生
・
消
費
関
連
な
ど
多
項
目
に
わ

た
る
財
政
投
入
に
よ
っ
て
救
済
し
、

各
種
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
自
立
的
に
貧
困
か
ら
脱

却
で
き
る
よ
う
導
い
て
い
く
も
の

で
す
。

「
貧
困
基
準
」
は
ほ
ぼ
毎
年
の

よ
う
に
改
訂
さ
れ
、
金
額
は
上
昇

し
て
い
ま
す
＊
。

＊
陳
文
挙
「
中
国
の
貧
困
削
減
と
制
度

的
障
害
」
（
サ
イ
ト
で
閲
覧
可
）

農
村
発
展
の
総
合
政
策

と
し
て
の
「
三
農
政
策
」

貧
困
克
服
の
た
め
の
も
う
一
つ

の
柱
は
、
「
三
農
政
策
」
で
す
。

「
三
農
」
と
い
う
の
は
、
２
０
０

０
年
に
湖
北
省
農
村
の
郷
党
委
員

会
書
記
で
あ
る
李
昌
平
が
朱
鎔
基

総
理
に
対
し
て
、
「
農
民
は
本
当

に
苦
し
く
、
農
村
は
本
当
に
困
窮

し
て
お
り
、
農
業
は
本
当
に
危
険

で
あ
る
」
と
訴
え
る
手
紙
を
提
出

し
た
こ
と
が
発
端
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
三
農
問
題
」
と
い

う
言
葉
は
市
民
権
を
得
て
、
２
０

０
１
年
に
は
「
三
農
問
題
」
の
文

言
が
公
文
書
に
盛
り
込
ま
れ
る
こ

と
に
な
り
、
以
後
、
中
国
共
産
党

は
年
頭
に
そ
の
年
の
重
要
課
題
と

し
て
発
表
す
る
「
第
一
号
文
件
」

で
毎
年
の
よ
う
に
「
三
農
政
策
」

を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
「
三
農

政
策
」
は
農
民
の
貧
困
を
克
服
し
、

農
村
発
展
・
農
業
経
営
を
軌
道
に

乗
せ
る
目
的
で
推
進
さ
れ
て
い
る

基
本
政
策
で
す
。

以
来
、
農
業
税
徴
収
の
撤
廃

（
そ
れ
ま
で
は
一
人
当
た
り
１
４

０
元
負
担
）
、
農
民
か
ら
の
義
務

教
育
費
徴
収
の
撤
廃
、
煙
草
を
除

く
特
産
税
・
牧
畜
税
の
減
免
、
各

種
農
家
補
助
、
農
村
医
療
・
社
会

保
障
体
制
の
見
直
し
、
農
村
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
農
民
工
（
出

稼
ぎ
農
民
）
の
権
利
保
障
な
ど
、

多
面
的
な
農
家
・
農
村
・
農
業
サ

ポ
ー
ト
政
策
を
具
体
的
に
進
め
て

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
三
農

政
策
」
の
展
開
も
貧
困
克
服
に
と
っ

て
大
き
な
土
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

貧
困
克
服
の

世
界
基
準
と
中
国
基
準

中
国
の
貧
困
克
服
の
国
際
的
に

み
て
も
際
立
っ
た
成
果
を
示
す
比

較
的
新
し
い
情
報
は
、
２
０
１
１

年
世
界
銀
行
調
査
レ
ポ
ー
ト
「
貧

困
削
減
・
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
国
、
イ

ン
ド
比
較
」
で
も
、
１
９
８
１
〜

２
０
０
５
年
、
三
カ
国
と
も
、
一

日1
.
2
5

ド
ル
以
下
で
暮
ら
す
絶
対

貧
困
層
の
対
総
人
口
比
率
は
低
下

し
て
い
る
が
、
そ
の
程
度
は
、
中

国
８
４
％
〜
１
６
％
、
ブ
ラ
ジ
ル

１
７
％
〜
８
％
、
イ
ン
ド
６
０
％

〜
４
２
％
と
、
中
国
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
際
立
っ
て
い
る
、
と
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
＊
。

こ
の
数
字
は
、
二
つ
の
こ
と
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
新

興
経
済
国
群B

R
I
C
s

の
う
ち
の
中
国
、

イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
貧
困
削
減

で
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
が
、

削
減
率
の
大
き
さ
で
は
中
国
が
ダ

ン
ト
ツ
で
あ
る
こ
と
。

＊
「
大
和
総
研
ア
ジ
ア
ン
サ
イ
ト
」

２
０
１
２
年
四
月
一
三
日
。

も
う
一
つ
は
、
中
国
に
は
な
お

二
億
八
〇
万
人
（
総
人
口
十
三
億

人
の
１
６
％
と
し
て
）
の
貧
困
人

口
が
存
在
す
る
計
算
と
な
り
ま
す
。

世
界
銀
行
は
「
貧
困
基
準
」
を

１
９
８
６
年
に
一
日
一
ド
ル
（
年

３
６
５
ド
ル
）
以
下
と
し
ま
し
た

が
、
２
０
０
５
年
か
ら
は
一
日1

.
2

5

ド
ル
（4

5
6
.
2
5

ド
ル
）
以
下
に
改

め
て
い
ま
す
。

中
国
の
貧
困
基
準
は
こ
れ
と
は

異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
「
貧
困

基
準
」
は
、
年
間
一
人
当
た
り
純

収
入
１
９
８
７
年
１
０
０
元
、
２

０
０
３
年
６
３
７
元
で
し
た
が
、

こ
れ
を
一
日
当
た
り
の
収
入
に
直

し
、
当
該
年
為
替
レ
ー
ト
で
換
算

す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
一
日
一
人
当
た

り0
.
1
6

ド
ル
、0

.
2
2

ド
ル
と
、
世

界
銀
行
基
準
よ
り
か
な
り
低
い
基

準
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

２
０
０
３
年
に
同
上
弁
公
室
は

「
１
９
７
８
年
か
ら
２
０
０
０
年

の
間
に
、
中
国
の
農
村
の
貧
困
人

口
が
二
億
五
千
万
人
か
ら
三
千
万

人
ま
で
減
少
し
、
貧
困
人
口
比
率

は30.
7%

か
ら
３%

ま
で
低
下
し
た
」

と
公
表
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
中

国
基
準
に
よ
る
算
定
で
す
。

中
国
政
府
は
２
０
１
１
年
、
貧

困
基
準
を
一
人
当
た
り
年
二
千
三

百
元
（
一
日
当
た
り6

.
3

元
）
に
大

幅
に
引
き
上
げ
ま
し
た
が
、
こ
の

数
字
を
為
替
レ
ー
ト
で
換
算
す
れ

ば(

一
ド
ル
＝6

.
3

元)

、
世
界
銀
行

基
準
一
日
一
ド
ル
に
相
当
し
ま
す
。

こ
の
改
定
は
、
中
国
の
貧
困
基

準
は
低
す
ぎ
る
と
い
う
内
外
の
批

判
を
意
識
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
の
基
準
に
照
ら
せ
ば
、

中
国
の
貧
困
人
口
は
八
千
万
〜
一

億
人
に
跳
ね
上
が
り
ま
す
＊
。

中
国
の
研
究
者
は
、
さ
ら
に
世

界
銀
行
の
近
年
の
貧
困
基
準
一
日

1
.
2
5

ド
ル
を
想
定
す
れ
ば
、
中
国

の
貧
困
人
口
は
二
億
三
千
五
百
万

人
を
下
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
ま

す
。＊

中
国
の
貧
困
お
よ
び
「
貧
困
克
服
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
系
統
的
な
発
言

を
し
て
い
る
王
文
亮
・
金
城
学
院
大
学
教

授
は
日
本
で
初
め
て
『
中
国
社
会
保
障
事

典
』
集
広
舎
、
２
０
１
０
年
を
刊
行
し
た
。

貧
困
問
題
の
発
言
は
サ
イ
ト
参
照
。

次
回
・
九
月
号
は

質
問
に
答
え
る
シ
リ
ー
ズ
③

「
貧
困
克
服
の
た
め
の
中
国
の
一
貫
し

た
努
力
」
《
貧
困
克
服
と
経
済
格
差
》
を

掲
載
し
ま
す
。

質
問
に
答
え
る
シ
リ
ー
ズ
②

山
本
恒
人

中
国
の
貧
困
克
服
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト


